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補助事業名 2022年度 トラック競技パフォーマンスモニタリングシステム開発事業

補助事業 

補助事業者名 公益財団法人日本自転車競技連盟 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

トラック競技ではパフォーマンスを分析するために様々なテクノロジーと機器が活用され

ている現状において、それらの情報を集約し現場で活用できる状態に落とし込むシステム

が必要とされている。タイム、パワー、スピード、加速度、心拍数、空力、練習映像、環境

温湿度、練習機材内容（ギア選択など）、練習内容といった項目を一元化するシステムであ

るトラックビューを構築・発展・導入することによりコーチングや選手へのフィードバック

が多角化・具体化される。 

 

（２）実施内容 

https://jcf.or.jp/%e7%ab%b6%e8%bc%aa%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e4%ba%8b%e6%a5%ad/  

 

①テレメトリーデバイス（ハードウェア）の開発 

(https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_

device_for_bicycle_race) 

トラック競技用自転車のサドル後ろに取り付けるANT⁺センサーデータのネットワーク転送

機能付きデータロガーの開発を委託した株式会社MIXIの事例紹介としてホームページに掲

載した。 

開発内容 

 

 

 

 

https://jcf.or.jp/%e7%ab%b6%e8%bc%aa%e8%a3%9c%e5%8a%a9%e4%ba%8b%e6%a5%ad/
https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_device_for_bicycle_race
https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_device_for_bicycle_race


②トラック自転車競技における空力の算出方法の調査研究 

トラック自転車競技において自転車と選手に働く抗力面積を正確に、短時間に、合理的に強

化現場で求める手法の検討調査した内容を2023年9月に開催される日本機械学会にて発表す

る。 

 

抗力面積の求め方 

 

２ 予想される事業実施効果 

MIXIに携わるIT関係者や日本機械学会を通した機械工学関係企業や学校に対して、JKA補助

事業を受けた取り組みを広く発信することができたと思われる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

①事例紹介ページ 

(https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_

device_for_bicycle_race) 

https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_device_for_bicycle_race
https://speakerdeck.com/mixi_engineers/project_case_developing_telemetry_device_for_bicycle_race


②研究発表スライド 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人日本自転車競技連盟  

（コウエキザイダンホウジンニホンジテンシャキョウギレンメイ） 

住  所： 〒141-0021 

東京都品川区上大崎3-3-1 自転車総合ビル5階 

代 表 者： 会長 松村 正之  

担当部署： トラック競技種目HPCJC 

担当者名： サイエンスプロジェクトマネージャー 佐藤 慶 

電話番号： 03-6277-2690 

F  A  X： 03-6277-2691 

E - m a i l： kei.sato@japanhpc.com 

U R L： https://jcf.or.jp/  

https://jcf.or.jp/

